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小計 6

社用車の使用目的にあわせて、必要最小限の排気量の自動車を選

択する

燃料

使用量

燃料

使用量

燃料

使用量

　○低公害車等の導入

社用車の新規購入・更新時には、電気自動車、ハイブリッド自動

車等の次世代自動車を導入する

駐車及び長時間の停車時のアイドリングストップを徹底する

　○社用車の適正な利用

タイヤの空気圧等、車両の常時点検、調整を行う

不要な荷物を載せたままにしない

外出の距離及び目的に応じ、合理的な移動手段を選ぶ

相乗りや公共交通機関の利用を図る

　○OA機器の適正な使用・管理

　○空調設備の適切な運用

電気使用料の削減

　○照明等の適正な使用・管理

未使用スペースなどの照明は支障のない範囲で消灯する

断続的に使用する箇所の照明は、使用後に必ず消灯する

廊下などの照明は、支障のない範囲で間引きする

冷房時の室温は２８℃を目安に適切な温度管理を行う

定期的に照明器具を清掃する

ＬＥＤ照明やセンサー付き機器への転換を図る

電化製品等について使用しない時の電源オフを徹底する

待機電力削減のため、支障のない範囲で電化製品の電源をコンセ

ントから抜く

昼休みや短時間の離席時はスリープモードを活用する

長時間の離席時はOA機器等の電源を切る

コピー機は、使用後は必ず省電力状態にする

OA機器等の調達時は、消費電力が少なくエネルギー消費効率が良

い機器を導入する

電気

使用量

電気

使用量

電気

使用量

暖房時の室温は１９℃を目安に適切な温度管理を行う

空調機器フィルターの定期的な清掃を行う

ブラインド・カーテン・緑のカーテンを利用して、窓からの熱の

出入りを防ぐ

施設敷地内の外灯等の点灯時間を季節ごとに調節する

社用車の燃料使用料の削減

　○エコドライブの推進

急発進、急加速、空ぶかしをやめ、環境に配慮した運転を行う

チャレンジにあたり目標など

自由に設定してください。

・各スイッチに「退出するときは消灯」のPOP

を取り付けを行い、意識の向上を図ります。

・必要がない照明器具は球の取り外しを行いま

す。

季節に応じて消灯時間はこまめに調整を行いま

す。

・2024年11月から2025年1月にかけて、全店

LEDを導入しました。導入することで、CO2排

出量年間17.37t削減（杉の木換算で1,241本分の

植樹）効果が見込まれています。

スリープモード設定を各パソコンで行いま

す。

各スイッチに「冷房時」と「暖房時」の温

度設定をPOPで表示します。

毎月5日はフィルター掃除の日として必ず実

施します。

従業員駐車場でのアイドリング、空ぶかし

はしないように啓発します。営業車は点

検、タイヤの空気圧検査を定期的に行いま

す。

無駄な燃料消費をしないように注意喚起し

ます。

社用車の導入、お客様へのご提案は次世代

自動車を推進します。

徳島トヨペット株式会社
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小計 7

ごみの分別を徹底する

複数素材の物品を廃棄するときは分解・分別に努める

コピー用紙・雑誌類・段ボール・新聞等のリサイクルを図る

コピー機・プリンターの使用済みトナーカートリッジのリサイク

ルを図る

生ごみのコンポスト（肥料）化に努める

職場ごとの過剰な保有を避けるため、事務用品等の共有を図る

使用済みの封筒は職場内の連絡用封筒として再利用する

修繕可能なものは修繕して長く使用する

　○再生利用（リサイクル）

個人用のごみ箱を減らし不用意な廃棄をなくす

物品を受け渡しする際の包装は簡素化する

　○再使用（リユース）

職場で発生した不用品を再利用にまわす

　○排出抑制（リデュース）

購入の必要性を十分に検討したうえで過剰な購入を避ける

使い捨て製品の使用の抑制を図る

事務用品・物品は最後まで使用し無駄にしない

資料・カタログ類は必要なもの以外は受け取らない

　○文書の簡素化

エコマークなどの環境ラベルを参考に購入する

用紙類使用料の削減

　○用紙の使用量の抑制

パソコンで入力した文書を打ち出す際は、画面上で確認してから

印刷する

　○印刷物への配慮

印刷物はページ数や部数が必要最小限になるよう配慮する

報告書等はホームページに掲載する等により発行部数の削減を図

る

廃棄物の削減

個人所有の文書・資料の減量化を徹底する

文書を整理し共有化することで作成部数を削減する

デジタルツールの活用により会議や研修での配布資料を削減する

電子メール等の活用により事務のペーパーレス化を進める

紙類

使用量

紙類

使用量

グリーン

購入量

グリーン購入の推進

コピー・印刷は原則として両面コピーとする

コピー枚数を管理し使用枚数を削減する

組織内での連絡や通知文書は回覧やデジタル文書を活用し、個人

への配布を避ける

紙類

使用量

　○購入時の配慮事項

再生プラスチックや間伐材等が使用された製品を選んで購入する

詰め替え可能なものを購入する

単一素材や分別のしやすい製品を選んで購入する

廃棄物量

廃棄物量

廃棄物量

廃棄物量

　○廃プラスチック量の削減

マイボトルやマイバッグを使用しプラスチックごみの削減に努め

る

可能なものについてはプラスチック以外の素材の購入に努める

プラスチック製品を購入する際は、再生プラスチックやバイオマ

スプラスチックの割合が高い製品を選ぶ

印刷レイアウトを変更する等、部数削減に

努めます。

省ゴミ、リサイクルを意識して物品の購入

を行います。

購入したものは最後まで使い切り、無駄に

購入しないようにしていきます。また同じ

書類が複数から郵送されるときがあるので

見直しをします。

ごみの分別、社内品の再利用を意識し、リ

ユースを推進します。

ごみの分別、トナーカードリッジ再利用は

継続して行います。

ごみの削減に向けて、マイボトル、マイ箸

の使用の呼びかけをしていきます。

両面コピー、デジタル文書配信等、紙の消

費を少なくする行動をします。

デジタルツールの導入、メール等の活用で

ペーパーレス化を推進します。
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1 緑地面積

小計 7

① 小学校へ出張授業を行い、次世代自動車の説明、試乗体験を

行い、環境に関する意識を高めてもらう

② 徳島県が取り組んでいる「とくしま協働の森づくり事業」に

参加し、自身で削減できないCO2を植林、植樹でカバーして

いく取り組みを行う

小計 10

総計 46

教育

私たちが独自に実行している（実行したい）行動

コージェネレーション、燃料電池などエネルギー使用の合理化が

図られる設備を導入する

二重窓、断熱材、遮熱性塗料等を使用し建物の断熱性向上を図る

節水コマ、節水型トイレなど節水に有効な設備を導入する

雨水貯留タンク等の設置により雨水利用を図る

敷地内の緑化に努める

再生可能エネルギー（太陽光発電等）設備の導入を図る

蓄電設備の導入を図る

ポンプにインバータ（回転速度制御システム）設備を導入する

等、保有施設の効率的な運用を図る

使用電力に応じて警報を発するデマンド監視装置を導入し、電力

需要の平準化を図る

5

5

電気

使用量

電気

使用量

水道

使用量

その他

通勤時の自家用車の使用を控え、公共交通機関や自転車等の利用

を促す

こまめな節水に努める

　○環境に配慮した率先行動

服装の工夫（夏季の軽装、冬季の重ね着）により冷暖房の使用を

抑制する

ノー残業デーを設定するなど、定時での帰宅を促し事務室等の消

灯に努める

エレベーターの使用を控え、階段の利用を促す

　○環境に配慮した施設等整備

○

○

クールビズ、ウォームビズを推進し、また

エアコンの基準設定温度をスイッチに取り

付け、無駄な電力消費が出ないようにしま

す。また2025年4月から毎週月曜日はノー

残業デーとし、ワークライフバランスの推

進と節電に努めています。

現在、太陽光発電、蓄電設備を入れ、エネ

ルギーの再生可能に努めています。今後は

節水に力を入れていこうと思っています

（節水コマ使用、トイレタンクに水入りの

ペットボトルを入れかさを増やす）。

①毎年、トヨタ販売会社が協力して出張事業を

行っています。環境をキーワードにガソリン車

とハイブリッド車の違いを教えたり、実際に車

を使用して肌で体験していただく取り組みをし

ています。

②車両を販売する会社として、CO2削減に

取り組むのは責務です。当社では緑化（植

樹、苗木の寄付等）に毎年力を入れており

ます。昨年は上勝町の植樹に参加しまし

た。


